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I はじめに
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加工食品の増加や調理の省カ化，簡便化など近年の食環境の変化は激しく，また主婦の就労
等によって家庭内での調理作業が次第に減少してきている。それに伴い学生の調理技能も低下
してきており，食教育のあり方にもさまざまな問題が投げかけられている。
そこで第1報では学生の調理技能の実態を把握するために，初歩的な調理技術と基礎的な調
理知識の調査を行い，その結果を報告した。学生の79%は，文部省認定家庭料理検定4級程度
の技能を有しているが，個人別には技能の差が大きい。調理技能は，知識理解や調理に対する
興昧，関心，意欲などと密接に関連しながら，自らの経験，訓練によって向上するものである。
本報では，調理に対する興味や意欲，過去の経験についてアンケー卜調査を行い，第1報での
技能検査の結果と重ね合わせ，これらの関連について考察を試みた。
E 方 法
1 .調査方法及び調査対象者の属性
対象者は第1報と同ーの北海道女子短期大学服飾美術科の学生167名である。アンケート調
査は，自己記入法を用い平成2年4月に行った。質問項目は5段階尺度で問い，肯定的な回答
の高い順に5から lの点数を配し，数量化した。
対象者の属性，①居住形態，②家族員数，③母親の就業状況，④保護者の職業は表1のとお
りである。
居住形態は札幌を中心とする自宅がもっとも多く80.2%である。ついで自炊が15.6%である
が，これは自宅外通学者の約80%を占める。下宿は2.4%，寮は1.8%と少ない。
家族員数は4人がもっとも多く43.1%，ついで5人が27.5%で平均家族員数は4.6人である。
核家族構成が95%を占める。
母親の就労状況は，学生自身の調理経験と関わりが深いと考えられるので，属性として示し
た。無職が61.1%，有職が35.9%，母親のいない者が3.0%である。
保護者の職業は，農業，漁業が4.2 %， 自営業が12.6%，公務員や会社員その他が83.2%, 
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表1 調査対象者の属性
( n =167) 
居住形態 家 族 数
自宅 自炊 下宿寮 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人
数 134 26 4 3 3 17 72 46 20 5 4 
% 80.2 15.6 2 .4 1.8 1.8 10.2 43.1 27.5 12.0 3.0 2.4 
母親の就 労 保護者 の職業
無職 有職 母親なし 農業，漁業 自営業 公務員，会社員その他
数 102 60 5 7 21 139 
% 61.1 35.9 3.0 4.2 12.6 83.2 
勤務者が大部分を占める。
E 結果と考察
1 .調理に対する興味，経験について
表2は調理に関する興昧や関心，過去の調理経験についての調査結果である。
1 「調理をすることが好きですか」については， 「好きな方」 がもっとも多く84人， 50.3%, 
「好き」が41人，24.5%で両者合わせると約75%である。 「嫌いな方」 「嫌いjと答えている者
は合わせて 5人， 3%である。得点数は平均値3.96，標準偏差は0.784で，大部分は調理をす
ることを好んでいる。 他大学の調査とほぼ同じような結果である。
2「調理をすることがめんどうに思いますか」については 「それほど苦ならないjがもっと
も多く76人， 45.5%，「苦にならない」が31人， 18.6%で両者を合わせると約64%である。「や
やめんどうだと思う」「めんどうだと思う」を合わせ，めんどうに思っている者は約17%である。
得点数は平均値3.64である。問1の得点数よりも低く，問1では75%の者が調理を好きと答え
ているが，好きであってもめんどうと思っている者は多い。便利な調理機器や食品が多い今日，
これらのより合理的な活用が望まれる。
3「高校での調理実習は楽しかったですか」については，「楽しくなかった」はOで，「あま
り楽しくなかった」も 4人， 2.4%のみである。平均値も4.52と高く，標準偏差も0.699と小さ
い。日常の調理は好まなくても，授業での調理は楽しいと感じている。
4「料理雑誌，記事をよく見るほうですか」については， 「時々見る」が101人， 60.5%，「よ
く見る」が33人で19.8%，両者を合わせ80%は興味を示している。「まったく見ないJはOで
ある。平均値は4.5，標準偏差は0.699で高い興味を示している。昨今は料理関係の情報誌も多
く出回っており，情報の質を見分ける力が求められる。
5 「調理が上手になりたいと思いますか」については 「そう思うjが156人， 93.4%であり，
「あまり思わない」 はOである。平均値は4.93と高く，標準偏差も0.28で、調理技術向上への意
欲はきわめて高い。
次は過去の調理経験に間する質問項目の結果である。
6「家庭で家族の食事作りをしますか」では「月に 1度くらい」 がもっとも多く67人， 40.1%,
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表2 アンケ←ト調査結果
( n =167) 
項 目 尺 度 人 % 
得 占
平均値 標準偏差
好き 41 24.5 3.96 0.784 
好きな方 84 50.3 
1 調理することは好きですか どちらでもない 37 22.2 
嫌いな方 4 2.4 
嫌い 1 0.6 
苦にならない 31 18.6 3.64 1.004 
2 貴方は調理することがめんどうに恩
それほど苦にならない 76 18.6 
いますか
どちらでもない 32 19.2 
ややめんどうだと思う 25 15.0 
めんどうだと思う 3 1.8 
楽しかった 103 61. 7 4.52 0.699 
3 貴方は高校の調理実習は楽しかった
まあ楽しかった 52 31.1 
ですか
どちらで、もない 8 4.8 
あまり楽しくなかった 4 2.4 
楽しくなかった 。。
よく見る 33 19.8 3.89 0.851 
4 貴方は料理雑誌，記事などよく見る
時々見る 101 60.5 
どちらでもない 14 8.4 
方ですか
あまり見ない 19 11.4 
まったく見ない 。。
そう思う 156 93.4 4.93 0.280 
5 貴方は調理が上手になりたいと思い
やや思う 10 6.0 
どちらでもない 1 0.6 
ますか
あまり思わない 。。
まったく恩わない 。。
毎日している 12 7.2 2.69 1.109 
6 貴方は家庭で家族の食事作りをしま 週に2～ 3度はする 30 18.0 
すか 週に1度くらいはする 39 23.4 
（自宅外の人は帰省時） 月に l度くらいはする 67 40.1 
まっfこくしfこことカぎかい 19 11.4 
毎日している 28 16.8 3.35 1.138 
7 貴方は家庭で調理の手伝いをします 週に2-3度はする 55 32.9 
1J、 週に l度くらいはする 41 24.6 
（自宅外の人は帰省時） 月に1度くらいはする 34 20.4 
まったくしたことカfかい 9 5.4 
よく作る 14 8.4 3.25 0.976 
8 貴方は家庭でお菓子作り をしますか
時々つくる 58 34. 7 
たまに作る 55 32.9 
ほとんど作らない 35 21.0 
今まで作ったことがない 5 3.0 
毎日作った 14 8.4 2.14 1.304 
9 貴方は高校時代弁当を自分で作りま
週に 2-3度はする 20 12.0 
週に l度くらいはする 1 6.6 
したか
月に 1度くらいはする 52 31.1 
まったくしたことカぎかい 70 41.9 
ょくする 18 10.8 3.09 1.002 
10 貴方は手伝事（手芸，洋裁）をする
時々する 37 22.2 
たまにする 55 32.9 
方ですか ほとんどしない 56 33.5 
今までしたことがない 0.6 
平 均 3.55 0.530 
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「週に 1度くらいJが39人，23.4%，これらが60%以上を占める。「週に2-3度」は30人， 18.0%, 
「毎日している」は12人，7.2%である。「まったく したことがない」という者は19人， 11.4% 
である。得点数は平均値2.69である。
7「家庭で調理の手伝いをしますか」では，「週に 2-3度」が55人， 32.9%がもっとも多い。
前項目の「食事作り」で「週に 2-3度」は18%であるが，手伝いになると，食事作りより多
い。「毎日している」も28人， 16.8%で，前項目の 「食事作り」の7.2%の約2倍に増加してい
る。 「まったくしたことがないJt 9人， 5.4%で「食事作り」の11.4%の約1/2に減位互いる。
平均値は3.35，前項の「食事作り」の2.69を大きく越えている。
8「家庭で菓子作りをしますか」では「よく作る」「時々作るJ「たまに作る」を合わせると
127人，約80%である。「まったくしたことがない」者も 5人， 3.0%である。質問項目 6 「食
事作り」の同尺度値よりはるかに小さく，家庭で食事作りや手伝いをまったく しない者でも，
菓子作りはしている。若い女性にとって菓子類は晴好度の高い食品であり，菓子作りは授業で
も大変好まれている。他の調査からも菓子作りの経験は調理経験よりやや多いことが推察でき
る。
9 「高校時代弁当を自分で作りましたか」については，「まったくしたことがない」 がもっ
とも多く70人， 41.9%，「月に一度くらいはする」が52人， 31.1%，これらを合わせると73%
であり，弁当作りはしない傾向が強い。「毎日作ったjは14人， 8.4%で，質問項目 6の「毎日
食事作りをする」とほぼ同じ数値である。食事作り，弁当作りともに毎日する者は5人である。
平均値は2.14と低い。
10「手仕事（手芸，洋裁）をするほうですか」では「たまにする」が55人， 「ほとんどしない」
が56人，また「ょくする」 「時々する」を合わせると55人でほぼ同率で3者にわかれる。平均
値は3.09で項目 8の 「菓子作り」の3.25より低いが，両者は似た傾向を示す。また個人別にみ
ても 「菓子作り」をよくする者は「手仕事jもよくしており，「菓子作り」をしない者は「手
仕事」もしていない。両者の相関係数は0.2308 ( P <O. 01）で有意差が見られた。
2.調理技術と調理に対する興味，経験の関連について
次に，調理技術と調理に対する興味や意欲，調理経験との関連について考察する。
第一報での調理基礎実技調査の結果から，実技の早い者（上位群） と，遅い者（下位群）と
の2群に分けて比較した。りんごの皮むきと胡瓜のうす切りの合計所要時聞が，平均値以下の
171秒以下の者を上位群， 172秒以上の者を下位群とした。
(1）上位群と下位群の比較
図1は， 上位群と下位群で調理に対する興味や意欲，調理経験を比較したものである。
1「調理をすることが好きですか」については，「好きjと答えたものは，上位群が34人，33.6% 
で下位群の3倍である。また「嫌いな方」も上位群が1/4で上位群の興味が高い。
2 「調理をすることがめんどうに思いますか」については，上位群では23人， 22.7%カiJ苦
にならないJと答えているのに対し，下位群は8人， 12.1%と低い。
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「高校での調理実習はたのしかったですか」については，両群ともに似た傾向を示す。だ
だし上位群に「あまり楽しくなかった」が4%ある。上位群には，調理技術の優位を意識して
いる者も多く，高校での授業に物足りなさを感じたのかも知れない。
3 
「料理雑誌，記事をよく見るほうですか」については，上位群が「よく見る」という者が4 
25人， 24.8%で，下位群の2倍である。また，「あまり見ない」も上位群は，下位群の1/2の低
率である。上位群ほど料理雑誌や記事類をよく見ている。
上位群と下位群の項目別比較図1-1 
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5「調理が上手になりたいと思いますかjについては，下位群の「そう思う」が95.5と上位
群より多い。下位群ほど料理技術向上への意識が強いことが伺える。
6「家庭で家族の食事作りをしますかjでは上位群は「毎日する」が11人， 10.9%であるが，
下位群は1人， 1.5%で，両者聞には大きな差が見られる。 一方，「まったくしたことがない」
は上位群，下位群共に約10%見られる。
7「家庭で調理の手伝いをしますか」では「毎日するjが上位群は21人， 20.8%と下位群の
図1-2 上位群と下位群の項目別比較
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2倍である。「まったくしたことがない」も 3人， 3%で下位群の約1/3である。
8 「家庭で菓子作りをしますかjでは，上位群は「よく作る」「時々作る」を合わせると51人，
50. 5%に対し，下位群は21人， 31.8%である。上位群は菓子作りなどの調理経験も多いことが
判る。
9 「高校時代弁当を自分で作りましたか」については両者共に似た傾向であるが，上位群が
「毎日作った」「週に 2～ 3度作ったJともに若干多い。
10「手仕事（手芸，洋裁）をするほうですか」では下位群に「ょくする」がやや多いが，ほ
ぼ同じような傾向である。
次ぎに上位群と下位群の得点数での比較を表3に示した。
表3 上位群と下位群の比較
群 日リ 上位群 （n =101) 下位群 （n=66) 
項 日 平均値標準偏差 平均値標準偏差 Z値 判定
1 調理することが好き 4.01 0.810 3.76 0.698 2.801 P <0.01 
2 調理をすることはめんどうと恩わない 3.66 1.065 3.61 0.903 0.326 N. S 
3 高校の調理実習は楽しかった 4.50 0.753 4.56 0.606 0.606 N. S 
4 料理雑誌，記事をよく見る 4.01 0.814 3.70 0.870 2.311 P <0.05 
5 調理が上手になりたいと思う 4.91 0.318 4.95 0.208 0.981 N S 
計 4.23 0.496 4.12 0.431 1.518 P <O.l 
6 家族で食事作りをする 2.83 1.186 2.48 0.941 2.117 P <0.05 
7 家族で調理の手伝いをする 3.50 1.114 3.14 1.140 2.013 P <0.85 
8 家族で菓子作りをする 3.34 0.998 3.11 0.928 1.524 P <O.l 
9 高校時代弁当作りをした 2.19 1.348 2.06 1.229 0. 643 N. S 
10 手仕事をよくする 3.08 0.982 3.11 1.032 0.187 N. S 
計 2.99 0.805 2.78 0.634 1.878 P <O. l 
止Eコ為 言十 3.61 0.582 3.45 0.431 2.037 P <0.05 
上位群は「調理をすることが好き」が平均値4.01，下位群が3.76で上位群が有意に高い。ま
た，「料理雑誌，記事をよく見るJの項目も上位群は4.01，下位群が3.70で有意差が見られる。
項目 1-5の平均値は上位群が4.23，下位群が4.12で有意差が見られた。調理技術の早い者ほ
ど調理に対する興味や意欲が強く，これらには関連が深いことが判る。
調理経験に関しては「家庭で食事作りをするJが上位群は2.83，下位群が2.48，「調理の手
伝いをするJは上位群は3.50，下位群が3.14で共に大きな有意差が見られた。また「菓子作り
をする」も，上位群は3.34，下位群が3.11で上位群が有意で高い。調理経験に関する項目 6-
10の平均でも上位群が有意に高い。調理技術の早い，遅いと調理経験には強い関連のあること
が明らかである。全項目の平均は上位群が3.61，下位群が3.45となり両者聞には有意差が見ら
れた。
表4は，調理技術と調理知識との関連をみたものである。第1報での調理基礎知識の得点数
を上位群と下位群に分けて比較した。
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表4 調理基礎知識得点についての上位群と下位群の比較
群 5Jlj 上位群（n =101) 下位群（n=66) 
項 目 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 z fi直 判定
1 食品の良否の見分け方 6.87 1.663 6.67 1.752 0.736 N. S 
2 調理方法 6.32 1.242 6.23 1.704 0.370 N. S 
3 調理器具の扱い 5.77 1.406 5.91 1.390 0.630 N. S 
4 献立作成 7.32 1.840 7.45 1.852 0.497 N. S 
ぷロ込 計 6.56 0.918 6.57 1.018 0.064 N.S 
上位群は「食品の良否の見分け方」「調理方法」の項目の得点がやや高く，「調理器具の扱いj 一
「献立作成」がやや低くなっているが， 両者聞に有意差は見られなかった。学生の調理知識は
単なる知識として止まっている。調理技術と調理知識は関係的なもので，それは適用されなけ
れば機能を発揮しえない。家庭の調理担当者で
はない学生は調理経験が少ないため，調理知識
を充分に生かす能力が身についていない。
表5は，短大1年次の成績平均点と調理知識
調査の得点数との相関分析を示したものである
が，この聞に有意差が見られた。今回の調理知
識調査の得点はむしろ学習能力と関連があると
考えられる。
3.対象者の属性との関連
表5 調理知識得点と短大1年
次成績平均点の相関分析
調理知識得点短大1年次成績
データ ー 165 165 
平 均値 26.28 72.41 
分 散 14.91 68.75 
共分散 6.52 
相関係数 0.2036 
次ぎに，母親の就労や家族員数，保護者の職業等，対象者の属性との関連を考察した。
特に調理担当者としての母親が，就労している場合は，学生が調理作業をすることが多いと
考えられるので，母親が就労している者を 「有職群jとし，就労していない者と母親のいない
表6 母親の就労有無別の比較
群 5Jlj 有職群（n=65) 無職群（n=102) 
項 目 平均値標準偏差 平均値標準偏差 Z値 判定
1 調理することが好き 4.02 0.774 3.92 0.788 0.808 N.S. 
2 調理をすることはめんどう と思わない 3.72 0.953 3.59 1.032 0.832 N. S 
3 高校の調理実習は楽しかった 4.60 0.549 4.47 0. 776 1.269 N. S . 
4 料理雑誌，記事をよく見る 3.83 0.852 3.92 0.848 0.668 N. S. 
5 調理が上手になりたいと思う 4.95 0.210 4.91 0.316 0.985 N. S. 
言十 4.22 0.454 4.16 0.513 1. 792 N. S . 
6 家族で食事作りをする 3.02 1.088 2.49 1.073 3.087 P <0.005 
7 家族で調理の手伝いをする 3.63 1.075 3.18 1.141 2. 574 P <O .005 
8 家族で菓子作り をする 3.26 0.933 3.24 1.002 0.131 N s. 
9 高校時代弁当作りをした 2.46 1.415 1. 93 1.182 2.513 P <0.01 
10 手仕事をよくする 3.18 0.975 3.03 1.014 0.954 N. S . 
ィ、 計 3.11 0.727 2.77 0.734 2.934 P <0.005 
-g 言十 3.67 0.485 3.47 0.548 2.469 P <O .01 
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者を合わせて「無職群」として比較した。
表6はその結果である。項目 1～5の調理に対する興味や意欲には，有意差が見られない。
調理経験に関する項目 6-10では「家庭で食事作りをする」は有職群が3.02，無職群は2.49, 
「調理の手伝いをする」も有職群は3.63で無職群の3.18より有意に高くなっている。また，有
職群は「弁当作りJをするものも2.46，無職群は1.93で、有職群が有意に高い。家庭で毎日食事
作りをするものは全体で12人いるが，その内の8人は有職群である。一方， まったくしたこと
がない者は全体で19人いるが，全員無職群の自宅通学者である。
表6に見るように，属性との関連は調理に対する興味より調理経験とふかく関っているので，
家族員数や保護者の職業については，質問項目 6-10についてのみ考察した。
表7は家族員数別にみたものである。合計平均値でもっとも低いのは家族員数3人の2.81, 
ついで4人の2.84である。この両群はすべて子供が1人ないし 2人の核家族であり，調査対象
者が調理作業をする必要度が少ないためであろう。一方，2人の家庭は父親あるいは母親のい
ない家庭であり，当然調査対象者が調理作業をすることが多く， 3.27と高い。また家族員数8
人の家庭は，全員農家である。一般的に農家では家族ぐるみで農業に従事するため，調査対象
者が家庭の調理を担当することが多く，3.30と高くなっている。
表7 家族員数別の比較
群 l.JI 2人 (n = 3) 3人 ( n =17) 4人 (n =72) 5人 (n =46) 
項 目 平均値標準偏差 平均値標準偏差 平均値標準偏差 平均値標準偏差
6 家族で食事作りをする 3.67 1.247 2.59 1.141 2.57 0.969 2.70 1.081 
7 家族で調理の手伝いをする 3.67 1.247 3.35 1.326 3.31 1.138 3.30 1.019 
8 家族で菓子作りをする 3.00 0.000 3.00 1.029 3.22 0.916 3.28 1.077 
9 高校時代弁当作りをした 3.67 1.247 2.24 1.395 2.10 1.282 2.09 1.248 
10 手仕事をよくする 2.33 0.471 2.88 0.963 3.03 1.054 3.03 1.054 
ぷ口b、 言十 16.33 3.859 14.06 3.859 14.22 3.698 14'.22 3.698 
平 均 3.27 0.843 2.81 1.171 2.84 1.072 3.05 1.082 
群 日リ 6人 (n =20) 7人 (n = 5) 8人 (n = 4) 
項 目 平均値標準偏差 平均値標準偏差 平均値標準偏差
6 家族で食事作りをする 2.95 1.431 2.60 0.800 3.50 l. ll8 
7 家族で調理の手伝いをする 3.40 1.241 3.40 0.800 4.25 0.829 
8 家族で菓子作りをする 3.55 0.805 3.00 0.894 3.25 1.299 
9 高校時代弁当作りをした 1.95 1.284 2.40 1.356 2.50 l. ll8 
10 手仕事をよくする 3.40 0.860 3.20 0.400 3.00 1.225 
止p 計 15.25 3.284 14.60 2.332 16.50 5.025 
,g. 計 3.05 1.124 2.92 0.850 3.30 l.ll8 
表8は保護者の職業別の比較である。家族員数別でも述べたが，農業，漁業の群が3.43とき
わめて高く，次いで自営業が3.05と高い。公務員や会社員など勤人の家庭は2.86で調査対象者
の調理経験はもっとも低い。
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表8 保護者の職業別の比較
群 5JI 農業，漁業（n= 7) 自営業（n=21) 公務・会社員他（n=139) 
項 日 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
6 家族で食事作りをする 3.71 0.881 2.86 1.125 2.62 1.089 
7 家族で調理の手伝いをする 3.71 1.030 3.67 1.168 3.29 1.127 
8 家族で菓子作りをする 3.29 1.030 3.29 0.933 3.24 0.979 
9 高校時代弁当作りをした 2.29 1.278 2.10 1.151 2.09 1.300 
10 手仕事をよくする 3.14 0.833 3.33 1.168 3.05 0.977 
止d' 計 17.14 2.799 15.24 3.517 14.28 3.757 
平 均 3.43 1.010 3.05 1.109 2.86 1.094 
U ま と め
以上を要約すると次の通りである。
1.調理に対する興味や経験についてのアンケー卜調査では，対象者の74.8%が，調理をす
ることが「好き」「好きな方jと答えている。 5～ l点を配した得点数は平均値3.96である。
また料理雑誌・記事などを見るかについての項目は平均値3.89であり，調理が上手になりたい
と，思うかについては4.93と高く，全般的に調理に対する興味，関心は強いといえる。
「家庭で家族の食事作りをする」は「月に一度くらいjが40.1%でもっとも多い。「まった
くしたことがない」は11.4%である。「家庭で調理の手伝いをする」は「週に 2～ 3Jが32.9% 
でもっとも多い。
2.調理技術と調理に対する興味との関連については，調理基礎実技調査の上位群（実技調
査の所要時間の平均値より早い者）は下位群よりアンケート得点が有意で高い。上位群は「調
理をすることが好き」が4.01，下位群は3.76，また「料理雑誌・記事などを見る」についても
上位群は4.01，下位群は3.70である。調理技術の早い，遅いと，調理に対する興味，意欲とは
関連が深い。
3.調理技術と調理経験との関連については，上位群は「家庭で食事作りをする」が2.83, 
下位群は2.43，「家庭で調理の手伝いをする」が上位群は3.50，下位群は3.14で上位群が有意
で高い。また「菓子作りをする」も上位群が高く有意差が見られた。調理技術の早い，遅いと
調理経験には強い関連がある。
4.母親が就労している者は，していない者より調理経験に関する得点数が有意で高く，家
庭で食事作りをまったくしたことがない者は全員母親が就労していない家庭である。家族員数
では3～ 4人の家庭の者が調理経験がもっとも少ない。職業別では農業の家庭が調理経験が
もっとも多い。
母親が就労していたり，家業が忙しいために，家族の食事作りや手伝いをするなど，調理経
験の多い者ほど調理技能は優れている。また技能の高い者ほど調理に対する興昧，意欲も強い。
これらの関係は相乗的なもので，ある程度の技能が伴えば調理作業を手軽に手がけるものであ
り，その積み重ねが更に興味や技能の向上をもたらすことになる。
5i 
今回の調査対象者は家政系学科の専攻学生であり，当然調理への関心は高いが，他の調査に
おいても女子学生は一般に調理を好んでいる。この特性を生かすべく，出来るだけ多くの調理
経験を持つことが望まれる。このことは，手作りのみを強調するものではない。加工食品等，
文明の恩恵を上手に取り入れながら，つとめて自分の手で食事作りをすることが大切で、ある。
加工食品への過度の依存にはさまざまな問題が指摘されている。第ーには，原料，製造過程が
不透明な点である。いかに，法の規定に沿って作られていても，自ら作る食物に対するような
安心感を持つことは出来ない。また，料理や調理技術の家庭内伝承が低下し，ひいては文化遺
産の喪失へとつながることが憂慮される。文化とは創ることであり，人聞はそれにかかわるこ
とで人間であるとすれば，そうした根源的な問題もある。今後，食の社会化はますます進行す
るであろうが，健康の保持と精神的な豊かさの獲得という食生活の基本的な機能を広い視野か
ら認識し，自ら作ることの意義をそこに求めたいものである。
地方出身の学生のほとんどは，自炊生活をしている。 単身赴任者，高齢者家庭が増え，現代
は男性，女性を問わず，食事作りにかかわる機会は増加している。子供の時から，家庭内での
簡単な家事，調理作業を手伝わせ，自然のうちに訓練することが望まれる。 小学校家庭科の新
しい教育課程においても，日常生活との関連を図った実践的・体験的な学習を行うことが一層
強調されている。生活する場，家庭での役割は大きい。また基礎的技能を育て，補うための学
校での食教育は重要であり， これらをふまえての指導内容，方法の充実が図られねばならない
と思う。
参考文献
1 ）足立容子：女子学生の食生活満足度に及ぼす要因，日本家政学会誌，1990
2）雪印乳業：女子高校生が自分でできる料理のレパー トリー ，1991
3）桜井純子：新教育課程こう実施される，日本教育新聞社，昭和63.3.27
